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第二次大戦後アメリカにおける

消費生活様式の展開と製品受容

は じ め に

粟 村 俊 夫

本稿では,第 二次大戦後,い わゆるパクス ・アメリカーナの時代,1970年 代

初頭までのアメリカにおける消費生活の発展を家族経済 とい う視点から分析し,

家族の在 り方が消費者の製品受容に及ぼした影響を解明することを課題とする。

ここで,家 族経済 とは次の意味てある。

家族は一つの経済的機関であり,.その目的は,社 会的な規定性をもった人間

を再生産することにある。 この再生産のための活動は,現 代の商品生産社会に

あっては,四 つの領域に分かれる。すなわち,D所 得を稼得する労働2)所 得

を稼得することなく,そ の成果が,家 族の構成員によって直接享受される労働,

3)互酬的活動,4)行 政サービスの四つである。1)は,労 働者の場合には,賃 労

働であり,自 営的な商品生産者の場合には,販 売 目的の商品を生産する労働で

ある。2)に ついては,通 常家事労働 と呼ばれているものが,こ れに含まれ,自

家消費用の園芸,炊 事,洗 濯のようにモノを対象にした生産 ・メインテナンス

の活動 と人を対象にしたケア活動,消 費財の購買活動等から構成される。3)は,

いわば,相 互的な贈与行為である。総体的な結果において,交 換の性格をもつ

ことになるが,個 々の給付が,直 接的な反対給付を前提 しない点で交換と異な

る。親族間,あ るいは近隣での,金 品,ケ アのや りとりが,こ れにあたる。4)

は,公 教育などに典型的に見られるもので,租 税などを通 じて費用負担が社会

化されている点に特徴がある。家族経済は,以.ヒ 四つの領域の活動の組み合わ

ー
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せ に よ6て,そ の 構 成 員 の物 質 的 な生 活 を再 生 産 す るの で あ るが,そ れ ぞれ の

領 域 の 比 重,ま た と くに,1)と2)の 活 動 を家 族 の 構 成 員 に どの よ うに配 分 す る

か に よ って い くつ か の タイ プ にわ か れ る こ と にな る。

以 上 の 点 を 踏 ま え て,過 去,約 一 世 紀 間の ア メ リ カの 家族 経 済 の発 展 の後 を

た ど り,第 二 次大 戦後,パ ク ス ・ア メ リカー ナの 時代 の家 族 経 済 の歴 史 的意 味

を明 らか に して み よ う。

以 下,家 族 に 関 す る基 本 的 な デ ー タ を検 証 す る。

1ア メリカにおける家族の変.化

1.家 族規模

植 民 地 時代 以 来,ア メ リカ の家 族 は核 家族(両 親 とそ の子 供 か ら な る家 族)

を 基 本 と して お り,三 世代 が 一 つ の 屋 根 の ドで暮 らす こ とは,例 外 的 で あ り,

また,望 ま し くな い こ と と考 え られ て い た 。 した が っ て,家 族 の規 模 を決 定 す

る もの は子 供 の数 で あ った 。 こ こで 出 生 率(15-44歳 の 女 性1,000人 当 た りの 出

生 数)の 推 移 を見 る と,1870年167,1890年.137,191.0年124,ユ930年89,1940

年80,1950年106,1960年118,1970年88,1980年68と な り19世 紀 以 来,一 貫 し

て続 い た 出生 率 の低 下 は,1940年 代 半 ば か ら1960年 代 半 ぼ にか けて,ベ ビー ・

ブ ー ム に と もな う若 干 の反 転 卜昇 を見 せ た後,1960年 代 半 ばか ら急 速 に下 落 し,

つ い に は大 不 況 時 の数 字 を も下 回 る こ とに な る%

次 に結 婚 を経 験 した女 性 が 生 涯 に 出生 す る子 供 の 数 を見 る と,.1850-1854年

生 ま れ の 女 性5.2人,1870-1874年 生 ま れ3.7人,1900-1904年 生 ま れ2.5人,

1930-1934年 生 まれ3.1人,1963-1969年 生 まれ2.0入 とな って い る。す な わ ち,

1870年 代 前 半 に成 年 に達 した.女性 は,平 均 して 生 涯 に5,2入 の 子 供 を 出産 して

い た ものが,し だ い に減 少 し,1920年 代 か ら1980年 代 に成 年 にた っ した 女性 に

つ い て みれ ば,ベ ビー ・ブー ムの 時代 に3人 強 に達 す る ものの,お お むね2人

1)Don』d7.H㎝andcz,五 痂`誌C膿 胤R㎝ ππ卵 伽 澱 畷 γ,Go嚇 胸 脚 躍4盈o四 阿

1995,p.22
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2.誰 が,所 得 を稼得す る労働 を分担 したか

植 民 地 時 代 以 来 今 日 まで..夫 は主 た る稼 ぎ手(breadwinner)の 役 割 を果 た

し,家 庭 経 済 の 四つ の 領 域 の うち,1)所 得 を稼 得 す る 労 働 に も っぱ ら従 事 し

て きた の だ が,家 族 の 他 の構 成.員は どの よ う な役 割 を 果 た して き たの だ ろ う

か 。

まず,子 供 につ い て見 てみ よ う。10-15歳 の子 供 で,有 給 の 職 につ い て い る

もの(gainfullyocupied)の 割 合 は,1890*18.1%,1900年18.2%,1910年

13.7%,1920年8.5%,1930年4,7%と な り,今 世 紀 に 入 っ て,児 童 の就 業 率 は,

急 速 に低 下 して い く%

就 学 につ い て見 る と,1870年 に は,5-9歳 の子 供 の,学 校 へ の 在 籍率 は50%,

在 籍 者 につ い て は,一 年 の 就 学 日数 は21%で あ った ものが,1940年 に は,7-13

歳 の.子供 で 在 籍 率95賂,14一 ユ7歳で79%,就 学 日数6142%と,ほ ぼ現 在 の水 準

に達 して い る㌔

こ う して,子 供 の家 族 経 済 に たい す る寄 与 が 著 し く減少 す る こと に な っ た。

しか し,こ れ は,母 親 の立 場 か ら見 れ ば,出 生 率 の 低 下 と もあ い ま っ て,.子 供

が 就 学 期 に達 してい る場 合 は,childcareの 負 担 が,著 し く軽 減 さ れ る こ とで

もあ った 。

次 に,妻 ・母 親 につ い て見 て み タ う。 既 婚 婦 人 で 有給 の職 につ い てい る も の

の 比 率 は,1890年13、9%,1910$24.7%,1930年28.9%,1940年35.9%,1950

年52.2%,1960年60.7%,1970年62,3%と な り,19世 紀 を通 じて,微 増 を続 け

て きた 主 婦 の 就業 率 は,第 二 次 大 戦 中の 政 府 に よ る婦 人 の就 業 の奨 励 と もあ い.配

ま って,1940年 を境 に急 激 に増 加 してい き,1950年 に は既 婚 婦 人 の既 に過 半 数

2)ihir!.,P.24.

3)少 年 だ け を と っ て み る と,こ の 数 字 は18904r-26.O%,1900年26%,1910年18.6%,1920年

11.3%,ユ930年6、4%と な るPres旭entRe5eaτchComr取jαee.R邸 ε曜&m'2!7耀 π礁Vo1..P、277.

4)DonaldJ.Hemandez,op.cit.,p.144.
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が 就 業 して い る%子 供 い る婦 人 だ け を と って就 業 率 の 変化 を見 る.と,1948年,

6-17歳 の子 供 を持 つ もの10.8%,6歳 未 満 の子 供 を持 つ もの26.0%で あ り,以

後,こ の 数 字 は,1950年28.3%と11.9%,1960年39,0%と18.6%,1970年

492%と30.3%と 推 移 して い く%当 初 は,就 学 前 の児 童 を持 つ もの と,持 た

な い もの との 間 に顕 著 な 就 業 率 の差 が見 ら れ たが,全 般 的 に就 業 率 が 上 昇 して

い くなか で.,し だ い にそ の 差 は解 消 して い く。

3.離 婚 率の上 昇 と母子家庭

既 婚 婦 人1,000人 当 た りの 離 婚 率 を 見 る と,1920年8.0,1940年8.8,1960年

9.2,1970年14.9と1960年 以 後,急 速 に増 加 して行 くη。 主 婦 の 家 庭外 就 業 の増

加 と離 婚 率 の 上 昇 とは,相 互 に促 進 しあ うこ と に な った 。 妻 が 職 業 を持 って い

る こ とは,通 例,子 供 を 引 き取 る こ とに な る母 親 の,離 婚 後 の 生 活 の 不安 を軽

減 し,逆 に,結 婚 が 継 続 して い る 場 合 に も,離 婚 の不 安 は,妻 が 職 を 離 れ る こ

とを抑 制 す る こ とに な る 。 この よ うな,離 婚 率 の上 昇 と,婚 外 出 産 の 増加 の結

果,子 供 を持 つ 家 族 に しめ る.母子 家庭 の比 率 は,増 加 して 行 く。

4.家 族 タ イ プ の構 成

6-17歳 の 子 供 に つ い て,ブ レ ッ ドウ ィ ナ ー ・専 業 主 婦 型,共 稼 ぎ型,片 親 型

家 族 に帰 属 す る 人 数 の 構 成 比 を.見 る と,1940年71.9%,6.8%,10.6%,1950

年59.9%,17.9%,9.6%,1960年58.3%,24.8%,8.6%,1970年46.7%,

31.4%,14.1箔,.1980年32.1%,39.9%,19.2%と な る3}。 ブ レ ッ ド ・ ウ ィ

ナ ー ・専 業 主 婦 型 の 家 族 の も とで 生 活 し て い る 子 供 の 数 は,1970年 に は 過 半 数

を 割 り,1980年 に は3分 の1に ま で 急 速 に 減 少 す る 。

5)USDepa血entofCo㎜erceB肛eauofCensus,紐 伽 α'5轍`54伽 こ7η1∫84翫蝋

1975,Vol1,P.133,

6)ib…d、,p.134.

7)ib重d.,P.64.

8)Donald].Hemmde匹,op.GI,p..151,



'司
コ

48(186) 第158巻 第2号

Hア メリカにおける家族経済の類型 とその推移

ここでは 一節で検討 した家族についてのデータを基礎に,各 社会階層の家庭

経済の在 り方 と,そ の歴史的変化のあとをたどって見よう。
■

1.19世 紀末の家族経済

19世紀末の家族経済を検討するにあたって重要な点は,家 事労働のウェイ ト

の高さである。家事労働の用具は,前 世紀からほとんど変化なく,家 事労働 は

技能 と体力を必要とするフル ・タ.イムの労働であった%

当時の勤労者の家族を,家 族経済の様式 という点で分類すると,次 の三つに

分けることができる。農家家庭,都 市労働者家庭,都 市中間階級家庭の三つで

ある。

農家家庭では,農 作業 ・家事に夫,妻,年 長の子供が協働で従事し家族の生

活を再生産 している。都市労働者家庭にあっては,夫 が主として所得を稼得す

る労働,賃 労働に従事する。しかし,夫 の賃金だけでは,か ろうじて好況期に

家族の生活を支えられるだけであり,慢 性的生活不安の状態にある。こうして,

しばしば年長の子供も就業 して家計を補助する。妻はフル ・タイムで家事労働

に従事 しているが,下 宿人を置いた り,他 の家の洗濯を行うなど,い わば家事

労働の切 り売 りによって,家 計を補助 している場合 も多い。慢性的生活不安の

状態にある労働者にとってはコミュニティーにおける,相 互扶助,す なわち互

酬的関係が,家 族を支えていくのに不可欠のものであった。

都市1澗 階級の家庭にあっては,夫 が所得を稼得 し,妻 はフル ・タイムで家

庭いるが,家 事使用人の雇用などにようて,家 事労働の.負担はかなりの程度軽

減されている。家庭のプライバシーが重視され,周 囲の家庭生活への干渉は厳

{
■
.魂

「

9)労 働者の家庭においては,い まだ,室 内配管が普及 してお らず水源は庭の井戸で あった。熱源

は薪 ・行炭 ス トー ブ。.光源は灯油 ランプ。このような.水 ・光 ・熱源の状況が主婦 の家事労働 を

過重 な もの にしていた。洗濯 は,週 一回,月 曜 日まる一 日を要する労働で あった。S.J.Kldn・

bug,伽 ∫hadoaoftheMiffs,1989.
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し く排 除 され,そ れ だ け近 隣 の互 酬 的 関 係 に依 存 す る程 度 も少 な い 。子 供 に た

い して は,中 間 階級 の価 値 観 を教 え込 む た め,そ の 生 活 に は厳 しい規 制 が加 え

られ る。

2.家 族経済の変容

20世紀に入ると,工 業化 ・都市化の進展とともに農家家庭は絶対数をも減ら

していく。子供に関しては,工 場法による児童労働の規制や義務教育の就学強

制により子供の就学率 ・就学日数 ・就学年数が大幅に増加 し,労 働者家族にお

ける子供の就業率は急速に低下していく。農家家族,労 働者家族における子供

の経済的寄与は減少 し,家 庭経済の視点からは,も っぱらコス トになる。しか

し他方で,妻 は,就 学期に或る児童のケアか ら解放され,家 庭外の就業の機会

も拡大 して行 く。

婦人の有利な雇用機会がしだいに増加 し,メ イ ドの賃金が高騰するとともに,

中間階級の家庭から,し だいに,家 事使用人が姿を消 して行く。

「3
.第 二次大戦後の家族経済の推移

二つの世界大戦を経た後の,各 階層の家族経済の動向を総括すれば,次 のよ

うになる。

農家家族は一貫 して減少 し,中 間階級と労働者とは,し だいに家族経済のパ

ターンを収斂させていく。労働者の家族にあっても,子 供はもはや,家 族経済

に貢献することのない純然たるコス トになり,中 間階級 どうように出生数は低

下して行 く。

中間階級の家庭からは家事使用人が姿を消して行 く。 こうして,両 階層とも,

両親とケアの対象 としての子供から構成される現代的核家族 という形をとるよ

うになる。.

第二次大戦直後,既 婚婦人全体の就業率はかなりの高さにたつしているが,

子供のいる家庭,と くに就学前の児童のいる家庭では,ま だ専業主婦が圧倒的



m(188)...第158巻 第2号

多数 を しめ る。 これ 以 降,ま ず 就 学 期 の子 供 の い る家 庭 か ら,主 婦 の就 業 が 増

加 し,就 学 前 の 児童 の い る家 庭 に も この傾 向 は 広 ま って 行 く。

主 婦 の就 業 率 上 昇 と と もに,離 婚 率 も増 加 し,婚 外 出 産 の 増加 と もあ い ま っ

て,し だ い に母子 家 庭 の数 が 増 加 して い く。

」ヨ
.翼

¶
.軍

脅

m家 族 と コ ミ ュニ テ ィー:郊 外

第 二 次 大 戦 後,従 軍 兵 の 帰 還 と結 婚 の 低 年 齢 化 に と も な っ て,住 宅 の 不 足 が

深 刻 な 問 題 と な る。 こ の よ う な 状 況 の も と で,GIベ ネ フ ィ ッ トに よ る 住 宅 費

補 助,連 邦 住 宅 局 に よ る住 宅 ロ ー ンの 債 務 保 証 に よ っ て,郊 外 住 宅 の 建 設 ブ ー

ム が 到 来 す る 。 こ の 結 果,1950年 代,郊 外 人 口 は 急 速 に 増 加 し て い く こ と に な

る 。

全 人 口 の う ち 大 都 市 地 域(metropolitanarea)の 中 心 部 に 居 住 す る も の と,

外 延 の 郊 外 地 域 に 居 住 す る も の と の 比 率 見 れ ぽ,1940年 そ れ ぞ れ32,5%と

15,3%で あ っ た も の が,ユ950年32.8%,25.3%,1960年32,3%,30.6%,1970

年31.4%,37.2%と な り,1970年 以 降,郊 外 人 口 は 最 大 の 構 成 比 を し め る こ と

に な るgal

で は,新 興 住 宅 地 の 住 居 は ど の よ う な も の だ っ た の だ ろ う か 。

1947年 分 譲 が 開 始 さ れ た フ ィ ラ デ ル フ ィ ア 郊 外 の レ ビ ッ ト ・タ ウ ン を 例 に と

る と,そ こ に 建 設 さ れ た 郊 外 住 宅 は,敷 地 が 道 路 に 面 して60フ ィー ト,奥 行 き

100フ ィー トあ り,家 屋 は4室 半,ベ ッ ド ・ル ー ム2つ,バ ス ・ル ー ム,キ ッ

チ ン,』居 間 を を も ち,分 譲 価 格 は 基 本 的 な ケ ー プ ・コ ッ ド ・ タ イ プ で7,990ド

ル,後 に 建 築 さ れ た よ り大 き な ラ ン チ ・ス タ イ ル で9,500ド ル で あ っ たll♪。

10)Ke㎜exFox,MetropolitanAmeritaごUrbanLifeandUrbanPolicyisthe〔 ノ加鍬ゴ5まα`醐

1985、P.51.

11)当 時の アメリカにあっては年収 の2倍 程度が無理 なく購入で きる住宅の限度 と考 えられ ていた。

したが って,レ ビッ ト・タウ ンは ホワイ ト ・カ ラー を購 入者 として想定 して いた。当 時の.ブ

ルー ・カラーの年収は,最 も恵 まれていた自動車産業 の労働者で3,000ド ル程度であ った。

第二次大 戦中,軍 需1二場 の労働者住宅 の建 設 を請 け負 った ことの あるWiHiamLevit【 は,い

ち 早くこの好機をつかみ,1947年,7ィ ラデルフィア郊外に 自らの名前を冠 した レヴ ィット ・タ

ウンの建設 に着手する,彼 は,従 来のや り方 を革新 し,住 宅建設に フォー ド流 の大量生産 の方/
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第二次大戦後アメリカにおける消費生活様式の展開と製品受容(189}51

で は,こ の よ うな新 興 の郊 外 住 宅 地 に移 り住 ん で 来 た の は,ど ② よ うな家 族

だ った の だ ろ うか 。

まず,当 初 の居 住 者 の年 齢 構 成 は著 し くか た よ った もの で あ っ た。 前 記 レ

ビ ッ ト ・タ ウ ンにつ い て見 る と,1953年 には,.全 人11の40%が,0-10歳 の子 供 ,
の

33%が25-30歳,15-20歳 の テ ィー ン ・エ イ ジ ャー は1.4%,45歳 以 上 は3,7%で

あ っだ%子 供 を 持つ 若 い 夫 婦 が 圧倒 的 多 数 を占 め て い た 。住 民 の ほ とん ど は,

夫婦 と18歳 以 下 の子 供 か ら な って お り,65%の 家 庭 が ホ ワ イ ト.・カ ラー の職 業

に従 事 す る夫 を持 って い た 。 妻 の うち16%が 就業 して い る が,.5歳 以 下 の 児 童

を持 つ 家 庭 の 場 合,主 婦 の就 業 率 は わ ず か4%で あ った 。 シ カ ゴ郊 外 の パ ー

ク ・フ ォ レス トにつ い て 見 る と,こ れ も,両 親 と18歳 以 下 の子 供 をか ら な る家

族 が ほ とん どで あ り,夫 の 職 業 の80%は,ホ ワイ ト ・カ ラ ー,主 婦 の 就 業 率 は

20%,5歳 以 下 の児 童 を持 つ 母 親 の就 業率6%で あ ったユ3】。 新 た に大 量 に造 成

され た郊 外 住 宅 地 にあ って は,所 得,ラ イ フ ・サ イ ク ル の段 階 にお い て等 質 的

な家 族 が 集 合 し,親 族 な らび に 近 隣 の有 力 者 に よ る生 活 規 制 は 緩和 され る こ と

に な った 。 また,.こ こで は,.子 供 た ちが,.下 層 階 級 の 子 供 た ち,都 市 の 歓 楽街

か ら隔 離 され る こ とに な り,厳 格 な躾 な しに,中 間階 級 の モ ラ ルを 身 につ け さ

せ る こ とが 可 能 に な った 。.

こ こで は,伝 統 的 な 生活 規 制 が緩 和 され る と と も に,消 費 に お け る競 い合 い

(emulation)が,独 自 の仕 方で 作 用 す る よ うに な る。 まず,郊 外 住 居 を購 入 す

る こ とが で きた 恵 ま れ た ブ ル ー ・カ ラー の 家 族 は,た ち ま ち に,周 囲 の ホ ワ イ

ト ・カ ラー の 生活 ス タイ ル に 同化 す る。W.H.ホ ワ.イトの挙 げ る.家具 屋 の証 言

に よ れ ば,同 じ労 働 者 が,郊 外 住 宅 に生 活 す る よ うに な る と,た ち ま ち家 具 の

趣 味 も変 わ り,以 前 よ り落 ち着 い た 色 の,よ り装 飾 の す くな い を もの を購 入 す

＼法を導入する。すなわち,住 宅建設の過程を27のプロセスに分解し,そ れぞれのプ[1セスを専門

に担当するZ7のチームを構成し,順 次,建 設に当たらせた。また,作 業の管理に科学的管理法を
とりいれ,動 作研究 ・時間研究をおこない,標 準稼業の設定による管理を実施した。DavidHal-

bεrs伯m,7ん 聯 面,1993,P.135,

12)W,H.ホ ワイト,「組織の中の人間」,辻村明,佐 田...・彦訳,1959年,下 巻233ページ。

13).KennexFox,op.at.}p、63.
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る よ.うに な る'%ま た,消 費 にお け る競 い合 い は ブ ロ ッ ク単 位 で 隼 じ,あ る ブ

ロ ックで 一 定 以 上 の 普 及 を遂 げ た 製 品 は,瞬 く うち にほ とん どの 家 庭 に普 及 す

るL5)。と りわ け,ア メ リ カの郊 外 住 宅 に あ って は,宅 地 を塀,生 け垣 で 囲 う習

慣 が な く,家 の居 間 に は見 晴 ら し窓(picturewind。w)が しつ らえ られ,生 活
◎

の 一部 は,隣 人 の 目 に さ らさ れ る こ とに な る。

就 学 前 の児 童 をか か え る家 族 の 多 い郊 外 居 住 者 に あ って は,育 児 が家 族 の生

活 を律 す る こ と に な る。 フ ロ イ トの学 説 に基 づ くス ポ ック,エ リ ゾ ンな どの最

新 の育 児 理 論 は,柔 軟 か つ寛 大 に幼 児 の ニ ー ズ に応 え る こ と を推 奨 し,ま た,

子 供 のパ ー ソ ナ リテ ィー の発 展 の た め に は,子 供 が 父 親 母親 に 強 い性 的愛 着

を感 じ,後 に これ を 断 ち切 る こ とが 必 要で あ る と して,両 親以 外 の 親族 が 育 児

にか か わ る こ と を よ し と しな か った の だが,こ れ は,結 果 に お い て,.主 婦 の就

業 に抑 制 を加 え る と と も,若 い夫 婦 が 両 親 の コ ン トロー ルか ら離 れ る こ とを合

理 化 す る こ と に な った 。

また,育 児 理 論 に お い て は,父 親 が 子 育 て にか か わ る こ との重 要性 が 強 調 さ

れ,し か も,権 威 主 義 的 な接 し方 は否 定 され る。

家 庭 の子 供 志 向 は 住 宅 の デ ザ イ ンに も反 映 され る。 レ ヴ ィ ッ ト ・.タウ ンに お

い て は,家 事 労働 を しな が ら,子 供 を見 守 る こ とが で き るよ うに,.キ ッチ ンは

家 屋 の 背 部 にお か れ るよ うに な り.,リ ビ ング ・ルー ムが フ ァ ミリー ・ル ー ム に

変 わ り,オ ー プ ン ・ス ペFス が 取 り入 れ られ る よ う にな る珂レ。

IV消 費生活の展開

次 に,第 二 次 大 戦 後 の アメ リカ に お け る消 費 生 活 の動 向 を見 てみ よ う。

.まず,第 一 に,こ の 時 期 の消 費 生 活 に最 大 の 影 響 を与 え た もの は,戦 前 か ら

の 自家 用 車 の 普 及 が さ らに進 行 し,ブ ルー ・カ ラー の ほ とん どの世 帯 も自動 車

14)w.H.ホ ワ イ ト,前 掲 書,165ペ ー ジ 。

15)同 上 書,188ペ ー ジ 。

16)」.Davison&LDavigo馬ToMake,aHomeaHam,1994,P.188.
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第二次大戦後アメリカにおける消費生活様式の展開と製品受容(191)53

を所 有 す るよ うに な っ た こ と,第 二 に余 暇 生活 の主 役 と して テ レビが 登 場 した

こ とで あ った 。

消 費支 出 に しめ る構 成 比 率 とい う点 か ら見 る と き,も っ と も目立 つ の は,食

費 ・衣料 費 の構 成 比 率 の一 貫 した 減 少 で あ る。 ブ ル ー ・カ ラーの 家 計 につ い て

見 る と,1918年 総 消 費 支 出 に 占め る,食 費 ・衣 料 費 の比 率 が そ れ ぞ れ,40.1%,

15.9%で あ っ た ものが,1935年 には32.8%,9.5%,1950年30.3%,9.7%1973

年17.9%,5.4%と 推 移 して い る。 これ に た い して,こ の 間,大 き く構 成 比 率

を高 め た の は,自 家 用 車 の 普 及 に と もな う交 通 費で あ り,レ ク リエ ー シ ョン ・

教 育 費 も一貫 して構 成 比 率 を上 げて い る。 同 じ期 間 のそ れ ぞ れ の 構 成 比 率 を見

る と.1918年2.5%,4.5%,1935年7.3%,5.6%,1950年12.6%,7.3%1973年,

12.5%,8.6%と な って い る匠71。衣 料 は,ス テ イ タ ス ・マー カ ー と して の 地位

を 自家用 車 に譲 り渡 し,ま た,戦 前 以 来 の イ ンフ ォー マ ル な服 装 へ の 傾 向 が継

続 した.ので あ る。 こ う して,消 費 支 出 とい う点 で も,家 事 労 働 の 対 象 とい う点

で も,衣 料 の消 費 生 活 に しめ る重 要性 は低 下 してい った 。

1.テ レ ビ

1941年 商 業 放 送 を 認 可 さ れ た テ レ ビ放 送 に,第 二 次 大 戦 に と もな う 中 断 を は

さ み,1953年,放 送 許 可 の 凍 結 解 除 の 後,放 送 局 の 増 加 と と も に 急 速 に 普 及 し

て 行 く。1950年 余 世 帯 の ほ ぼ3分 の1に 普 及 し て い た も の が,1953年 に は4分

の3に た つす る1㌔

、郊 外 居 住 に よ っ て,都 市 め 娯 楽 施 設 へ の ア ク セ ス が 困 難 に な.つ た 家 族 に と っ

て,日 常 の 余 暇 活 動 に テ レ ビ は う っ て つ け の も の で あ っ た 。 テ レ ビ の 視 聴 は ア

メ リ カ 人 の 余 暇 生 活 を 大 ぎ く変 え る こ と に な る 。 これ ま で,余 暇 活 動 の 首 位 を

占 め て い た 映 画 の 観 客 は 減 少 し,読 書 人rl,読 書 時 間 を 大 き く 減 ら す こ と に

な っ た19㌔

17}ClairBrown,AmericanSmnda.d,ofLiving,1994,p.43,p.106,p.188,p.270.

18>ibid.,p.2鮒.

19>テ レビは,ス ポーツ ・イベ ン トの入場者 を,当 初,減 少 させ るが.こ れまで,無 関心で あっ/
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さ らに,テ レ ビは 二重 の仕 方 で,ア メ リ カ人 の 生 活全 般 に に影 響 を 及ぼ す こ

とにな った 。

第 一 に,放 映 さ れ る 番 組,と くに,「OzzieandHarriet」,「Dadknowsthe

Best」 と い っ た ホ ー ム ・ドラマ(familysitcom)は,多 数 の視 聴 者 を獲 得 した 。

そ こで 映 し出 さ れ る の は 郊外 の生 活 で,父 親 の 職 業 はホ ワイ ト ・カ ラー(通 勤

.の 服 装 か らそ れ と判 断 され るが,職 業 は特 定 さ れ ない),母 親 は 専 業 主 婦,そ

れ ぞ.れの 領 域 で は 有 能 だ が,他 方 の領 域 に,た ま に手 を 出 す とへ まをす る とい

う設 定 で あ る。 そ こに は離 婚 も,深 刻 ない さか い も な く,父 親 は子 供 た ち の よ

き相 談 相 手 と し て登 場 す る2%こ の よ うな ドラマ は,郊 外 に居 住 す る ホ ワ イ

ト ・カ ラー の 生 活 を 反 映 す る と同時 に,あ りうべ き家 族 像 と して,ロ ー ル ・モ

デ ルの 役 割 を 果 た す の もで あ っ た。

第 二 に,.テ レ ビは企 業 の プ ロ モ ー シ ョン活 動 の た め の 強力 な武 器 とな った 。

と くに,フ ラ ・フー プ,あ ら い熊 の帽 子,バ ー ビー 人形 な ど.了.供を ター ゲ ッ ト

と した 製 品 が 次 々 に 売 り出 さ れ る よ う に な り,テ レ ビは独 自の子 供 市 場 を 開拓

す るた め の 有 力 な媒 体 とな っ た3%子 供 も独 自 の ニ ー ズ と趣 味 を持 っ た 自立 的

な消 費 者 に な る 。

2.自 家 用 車

第 二 次 大 戦 中,自 動 車 工 場 は 軍 需 生 産 へ 振 り向 け ら れ て い た が,戦 後.自 家 用

車 の 生 産 開 始 と と も に 爆 発 的 な 売 れ 行 き を 示 す こ と に な る 。 自家 用 車 の 普 及 率

を 見 る と,1935年,ブ ル ー ・カ ラ ー35%,ホ ワ イ ト ・カ ラ ー80%で あ っ た も の

が,1950年 に は,ブ ル ー ・カ ラ ー68%,ホ.ワ イ.ト ・カ ラ ー78%に た つ す る呂z}。

こ の よ う に 自 家 用 車 が ほ と ん ど の 階 層 に 行 き 渡 る よ う に な っ て も,そ の 市 場 は

＼ た人の関心 を掘 り起こ し,長 期的に はスポーツ観戦者 を増 加させる効 果 ももった。Dewhurst&

Asociates,.4祝 ㎝.m'sNeedsandResources:ANewSurvey,1955,p.358.

20)HaL廃rstaエn,op.6t.,PP.510-512.

21)ア ライグマの皮の帽子(coonskincap)と いうのは,当 時人気 のあったテ レビ番組 の ヒーロー

が,被 って.いた帽子の こと。R.」.Griswold,F励 εr肋oぬ πA耀 癬 ら1993、p、196.

.22}C掻LrB皿wn,op.dし 野p.43.p.106.
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第二次大戦後アメリカにおげる消費生活様式の展開と製品受容(193)55

飽 和 しない 。 自動 車 の所 有 が 常 識 に な る と,住 居 の 立地,小 売 販 路 の 立 地 は 自

動 車 利 用 を龍挺 した もの に な り 自家 用 車 めへ の ニ ー ズ は ます ます 高 ま って 行 く。

こ う して 次 に は,セ カ ン ド ・カ ー を もつ こ とが 目標 に な る。 ユ973年 に なれ ば,

セ カ ン ド ・カー の 所 有 率 は ブル ー ・カ ラ ー35%,ホ ワ イ ト ・カ ラー53%に た つ

す る2%

郊 外 生 活 に と って,自 家用 車 は,通 勤,.買 い物 の た め の必 需 品で あ る と同時

に余 暇 活 動 の た め の 不 可 欠 の手 段 で あ っ た。 日常 生 活 にお い て,テ レ ビが 余 暇

活 動 の主 役 に な った とす れ ば,自 家 用 車 に よ る旅 行 が,バ ケー.シ ョンに お け る

余 暇 活 動 の主 役 で あ った 。 こ こで,ナ シ ョナ ル ・パ ー クの 入場 者 の推 移 を示 せ

ば,1910年199,000人,1930年3,247,000人,1950年32,782,000人 と,自 動 車 の

普 及 と歩 調 を あわ せ て 急増 して い る2%

.3.家 事労働

1950年 代 に は,電 気 冷 蔵 庫,電 気 アイ ロ ン,ガ ス ・電 気 レン ジ,電 気 洗 濯機,

トー ス タ ー,真 空 掃 除 機 は,い ず れ も,過 半 数 の家 庭 に装 備 され,さ らに は,

フ リー ザ ー,衣 服 乾 燥 機,自 動 アイ ロ ンが普 及 の過 程 にあ った 。 モ ノの生 産 ・

メイ ンテ ナ ン ス にか か わ る家 事 労働 は 著 し く軽 減 され る こ とに な った ので あ る。

しか し,こ れ ら の装 備 の普 及 に もか か わ らず,他 方 で は,家 事 労働 の 軽 減 を 阻

む,強 力 な要 因が 作 用 して い た 。 ま ず,第 一 に,郊 外 居 住 に と もな って 親族 か

ら遠 く離 れ て生 活 す る よ う にな った た め,主 婦 は,臨 時 の際 に家 事労 働 の援 助

を受 け る ことが 非 常 に困 難 に な った 。 第 二 に,家 事 労 働 が 軽 減 され る と同 時 に,

家 事 に た いす る要 求 水 準 が 上 昇 して い く。新 た な育.児理 論 の普 及 と と も に,育

児 に は,ま す ます,手 をか け る こ とが も とめ られ,衣 服 や 家 屋 の清 潔 さ にた い

す る 要 求 は,さ ら に高 ま って い った 。 第 三 に,主 婦 の家 事 労 働 に対 す る意 識 の

問題 で あ る。 主 婦 は,夫 の労 働 時 間,母 親 の 時代 の家 事 と比 較 した と き,自 分

23)ibid.,P.188.

24)Dewhurst&Asociate3,0pcit,p.240.
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自身 の 家 事 労 働 の 時 間 を 減 らす こ とに強 い 負 い 目 を感 じ る よ.うに な り,自 ら家

事 労 働 の 水 準 を 引.き上 げ て行 く。 こ の点 は,家 電 製 品 ・加工 食:品の マ ー ケ ター

も認 識 して お り,労 働 節 約 的 な製 品 の プ ロ モー シ ョン に さい して,家 事 労 働 の.

軽 減 の み を 訴 求 す る広 告 は,か え っ て主 婦 の反 発 を招 く こ とが指 摘 さ れ て い る。

した が って,加 工食 品 な どの場 合 は,む しろ主 婦 が 手 を 加 え る余 地 を残 す こと,

家 事 労 働 の 軽 減 を訴 求す る際 に は,同 時 に空 い た 時 間で,子 供 の相 手 が で きる

こ と等 を付 け 加 え る こ とが推 奨 され て い る。 最 後 に,家 事 労 働 に た いす る社 会

的 意 味 付 け の変 化 で あ る。19世 紀 に は,家 事 労 働 が 苛 酷 な 肉 体 労 働 の性 格 を

も って い た こ と もあ り,こ の種 の労 働 は,生 活 の た め に必 要 な もので はあ って

も,.た ん な るchoreと 見 な さ れ て お り.,中 間 階 級 の家 庭 に,あ っ て は,主 婦

が この よ うな労 働 を一 部 免 除 され てい る こ とが,ス テ イ タス ・シ ンボ ル に な っ

て い た 。 これ に た い して,し だ い に家 事 労 働 が 軽 減 さ れ,近 代 的 な家 族 イ メー

ジが 普 及 して くる と,家 事 労 働 の 遂 行 に1.家 族 へ の 愛 の証 し」 とい った,情 緒

的 な 意 味付 けが な され る よ う に な り,そ の 成 果 には かか わ りな く家 事 労 働 を行

う こ とそ の もの に意 味 が 見 い だ され る こ とに な る。

家事 労 働 を節 約 す るた めの 製 品 は,要 求 され る家事 労 働 水 準 を引 き.ヒげ,家

事 労働 軽 減 へ の圧 力 を更 新 し,よ り多 くの 製 品,改 良 され た 製 品 の購 入 を促 す

こ とに な る。

お わ り に

ア メ リカ.的生 活 様 式 は耐 久 消 費 財 の個 別所 有 に も とつ く個 人 主 義 的生 活様 式

で あ る25㌔ そ して,こ の個 人 主 義 的生 活 様 式 の主 体 は,共 同体 と して の家 族 で

あ り,ま た 同時 に ひ と りひ と りの 家族 構 成 員で もあ る。 居 間 で 家族 一緒 に見 る

大 画 面 の テ レビが あ り,ま た,各 人 が 自分 の部 屋 で 見 る ポー タ ブ ル ・テ レ ビ も

あ る。 子 供 が 幼 い 間 は,家 族 旅行 の手 段 で あ っ た 自家 用 車 も,子 供 が高 校 生 に

な っ て勝 手 に乗 り回 す よ うに な る と,家 族 の トラ ブ ルの 原 因 にな って しま う。

25)宮 本憲一,「社会資本諭」,1967年。
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需 要 の拡 大 を 図 ろ う とす る企 業 の 営 為 は,や が て は,家 族 の構 成 員 を 自立 的 な

消 費 者へ と変 え てい く。 家 族 を主 体 に した個 人主 義 的 生活 様 式 は,文 字 どお り

個 人 を主 体 に した 個 人 主 義 的 生 活 様 式 へ と変 貌 して い く。

この よ うな消 費 生 活 の分 散 化 の な か で,家 族 の ま とま りを支 えて い た の は,

構 成 員 間 の情 緒 的 な絆 を別 にす れ ば,.ジ ェ ン ダー の 間 の分 業 で あ った 。 しか し,

分散 的 な消 費生 活 消 費 支 出 を増 加 さ せ,主 婦 を まず パFト ・タ イ ム の家 庭外 就

業 へ,次 いで フ ル ・タイ ムの 労 働 へ と駆 り立 て る 。 そ して,.年 長 の 子 供 た ち は,

欲 しい 製 品 を手 に入 れ るた め に ア ルバ イ トに励 む こ と に な る鋤 こ う して,家 族

の構 成員 を一 つ に ま とめ る絆 は 危 うい もの に な っ て い く。

パ クス ・ア メ リカー ナの 時 代 に世 界 を 魅 了 した ア メ リカ 的生 活 様 式,い まで

も アメ リカ人 の ノ ス タル ジ アの 中 に 生 きて い る ア メ リカ 的生 活 様 式 と は,家 族

が各 個 人 の消 費 生 活 をか ろ う じて 包 摂 しえ た 過渡 期 の 時代 の生 活 様 式 だ った の

で あ る。

26}近 年,学 生 た ち の ア ル バ イ トとい う形 態 で の労 働 市 場 参加 が 増 加 して い る 。16-17歳 の 労 働 市

場 参 加 率 は,1953年,男 子 は29%,女 子 は18%,1989年,男 子 は44%,女 子 は42%と な って い る。

DonaldJ.Hemandez,op.cit.,p.151.


